
名 船  発  掘 〈汽船〉

《主要目〉貨客船、東海汽船所属、496総トン、主機ディーゼル 1基、

出力850馬力、航海速力  5ノ ット、旅客定員 0+人、

947年播磨造船所建造

湖里
小

戦後
パィ
、八丈島航路と小笠原航路復興の
オエアとして活躍

す18'札
伊
嬢
豚
静

戦
後

の
復
興
に
貢
献
し
た
ゴ
一十

八
隻
組
」

二
十
年
配
過
ぎ
の
読
者
だ
っ
た
ら
、
敗
戦
直
後
の

鉄
道
の
、
あ
の
す
さ
ま
じ
い
混
乱
と
殺
人
的
な
混
雑

を
覚
え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

当
時
、
国
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
旅
客
輸
送

機
関
は
、
空
襲
な
ど
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

日
本
列
島
は
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
に
至
る
ま

で
輸
送
力
が
低
下
し
て
、
ま
さ
に
気
息
え
ん
え
ん
た

る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
軍
人
の
復

員
、
引
揚
者
の
帰
国
、
味
開
者
の
帰
宅
と
い
っ
た
戦

後
処
理
要
因
に
よ
る
輸
送
需
要
の
増
大
が
、
こ
の
混

乱
状
態
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
。

私
事
に
わ
た
る
が
、
敗
戦
の
年
の
秋
、
そ
の
当
時

小
学
生
の
筆
者
は
、
疎
開
先
の
大
分
か
ら
、
そ
れ
こ

そ
死
ぬ
思
い
で
東
京

へ
帰

っ
て
き
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。
急
行
な
ど
は
ま
だ
走

っ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
、
も
ち
ろ
ん
鈍
行
列
車
で
あ
る
。
そ
れ
も
ス
シ
詰

め
の
超
満
員
列
車
で
、
身
動
き
ひ
と
つ
で
き
な
い
ま

ま
車
中
で
工
泊
二
Ｈ
を
週
ご
し
た
。
そ
れ
は
、
今
の

快
適
な
新
幹
線
の
旅
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど

の
苦
し
さ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
陸
上
交
通
の
マ
ヒ
状
況
を
背
景
に
、

沿
岸

・
離
島
航
路
の
旅
客
輸
送
力
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
、
戦
後
問
も
な
い
こ
ろ
に
大
量
建

造
さ
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る

「小
型
客
船
二
十
八
隻

組
ｔ
と
呼
ば
れ
る
客
船
祥
で
あ
る
。

£



国
の
主
導
に
よ
り
、
敗
戦
翌
年
の

一
九
四
六

（昭

和
二
十

一
）
年
に
船
会
社
と
造
船
所
の
間
で
建
造
契

約
が
交
わ
さ
れ
、
三
百
総
ト
ン
型
か
ら
二
千
総
ト
ン

型
ま
で
合
計
二
十
八
隻

（う
ち
三
隻
は
貨
物
船
に
計

画
変
更
）
の
貨
客
船
が
、
敗
戦
直
後
の
疲
弊
し
切

っ

た
経
済
と
民
生
再
建
の
期
待
を
に
な
っ
て
颯
爽
と
登

場
し
た
。
い
っ
て
み
れ
ば

「焼
跡
派
客
船
群
」
と
で

も
称
す
べ
き
こ
の
小
型
客
船
隊
は
、
わ
が
国
の
海
運

界
、
造
船
界
が
ど
ん
底
の
状
態
か
ら
は
い
上
が
る
最

初
の
足
掛
か
り
と
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後

の
民
間
客
船

の
第

一
船

と
し
て
誕
生

今
回
紹
介
す
る
束
海
汽
船
の
八
丈
島
航
路
貨
客
船

「黒
潮
丸
」
は
、
こ
の

「
二
十
八
隻
組
」
の
第

一
船

と
し
て
、　
一
九
四
七

（昭
和
二
十
二
）
年
六
月
に
播

磨
造
船
所
で
誕
生
し
た
。
単
に

「
二
十
八
隻
組
」
の

第

一
船
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「黒
潮
丸
」
は
、
同
じ

く
六
月
に
竣
工
し
た
僚
船

「あ
け
ぼ
の
丸
」
と
と
も

に
、
戦
後
建
造
さ
れ
た
最
初
の
民
間
客
船
と
し
て
、

海
運
史
上
に
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
。

戦
後
、
わ
が
国
の
商
船
隊
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（米
軍
絡
司

令
部
）
の
管
理
下
に
入
り
、
厳
し
い
娃
造
制
限
を
受

け
た
が
、
国
民
生
活
上
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
各
船
界
で
は
ま
ず
、
国
鉄
の

や
高
連
絡
船
と
青
函
連
絡
船
の
新
造
が
許
さ
れ
、
続

い
て

「
二
十
八
隻
組
」
の
建
造
に
対
し
て
も
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
の
七
月
四
日
、
「
黒
潮
丸
」
は
、
「あ
け
ぼ

の
丸
」
と
と
も
に
東
京
港
に
姿
を
見
せ
、
関
係
者
に

披
露
さ
れ
た
。
四
日
付
の
朝
日
新
聞
に
、
「東
京
港
の

船
旅
に
二
隻
の
新
造
船
が
登
場
し
た
。
あ
け
ぼ
の
丸

（東
京
―
大
島
―
下
田
、
〓
一九
九
ト
ン
）、
黒
潮
丸
（東

京
十
八
丈
島
、
五
五
〇
ト
ン
）
が
四
日
、
関
係
者
招

待
会
に
ク
リ
ー
ム
色
の
船
体
を
そ
ろ
え
て
芝
浦
岸
壁

に
現
わ
し
た
只
原
文
の
ま
ま
）
と
い
う
記
事
が
の
っ

て
い
る
。

小
笠
原

の
日
本
復
帰

の
折

に
大
活
躍

写
真
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に

「
黒
潮
丸
」
は
、

貨
物
輸
送
に
重
点
を
置
い
た
貨
主
客
従
の
離
島
航
路

貨
客
船
で
あ

っ
た
。
船
首
寄
り
に
は
大
き
な
船
倉
が

あ
り
、
三
ト
ン
・
デ
リ
ッ
ク
で
荷
役
を
行

っ
た
。

船
倉
内
に
は
冷
蔵
倉
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
生
鮮

食
料
品
を
島

へ
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た

め
、
当
時
の
小
型
船
に
し
て
は
珍
し
く
冷
房
設
備
が

あ
っ
た
こ
と
も
、
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

就
航
以
来
二
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
八

丈
島
と
本
上
を
結
ぶ
離
島
生
活
航
路
を
キ
ー
プ
。
そ

の
間
、
十
三
年
間
に
四
十
二
回
、
気
象
庁
定
点
観
測

所
柿
給
船
と
し
て
、
東
京
―
南
鳥
島
問
を
往
復
。　
一

九
五
三

（昭
和
二
十
八
）
年
に
は
、
日
本
赤
十
字
社

の
チ
ャ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
中
国
人
の
道
骨
輸
送
の
た

め
遠
く
天
津

へ
航
海
す
る
な
ど
、
五
百
ト
ン
の
小
型

船
な
が
ら
立
派
な
船
歴
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
船
歴
の
中
で
も
特
に
光

っ
て
い
る
の
は
、　
一

九
六
八

（昭
和
四
十
二
）
年
に
小
笠
原
が
米
国
か
ら

返
還
さ
れ
た
お
り
、
東
京
都
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
と
し

て
東
京
―
父
鳥
関
に
就
航
し
、
復
帰
直
後
の
貨
客
輸

送
に
当
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「黒
潮
丸
」
は
、
小
笠

原
定
期
航
路
客
船
の
第

一
船
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。

そ
の
当
時
の
こ
と
で
、
筆
者
に
思
い
出
が
あ
る
。

復
帰
直
後
、
時
の
美
濃
部
東
京
都
知
事
が
小
笠
原

の
高
校
生
た
ち
を
東
京
に

一
週
間
招
待
し
た
こ
と
が

あ
り
、
都
教
委
指
導
部
の
予
算
担
当
だ
っ
た
筆
者
が

か
れ
ら
の
世
話
を
し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
復

帰
前
は
グ
ア
ム
島
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
全
寮
生
活
を

お
く
っ
て
お
り
、
日
本
人
と
い
う
よ
り
も
米
国
人
そ

の
も
の
と
い
っ
た
感
じ
で
、
吉
労
の
多
い
仕
事
だ
っ

た
。
生
徒
た
ち
は
、
美
濃
部
知
事
自
ら
引
率
し
て
き

た
が
、
そ
の
と
き
の
船
が

「黒
潮
丸
」
だ
っ
た
。

思
い
出
の

「
黒
潮
丸
」
は
、　
一
九
七
四

（昭
和
四

十
九
）
年
秋
に
引
退
、
間
も
な
く
解
体
さ
れ
た
。

戦
後
の
八
丈
島
航
略
、
小
笠
原
航
路
復
活
の
パ
イ

オ
エ
ア
と
し
て
、
そ
の
船
名
に
ふ
さ
わ
し
い
存
分
の

活
躍
を
し
た
の
ち
、
こ
の
名
船
は
わ
れ
わ
れ
の
視
界

か
ら
消
え
去

っ
て
い
っ
た
。

現
在
、
八
丈
島
歴
史
民
俗
資
料
館
に
、
「
黒
潮
丸
」

の
崎
名
標
示
板
、
航
海
灯
、
舶
用
時
計
、
ド
ラ
な
ど

な
つ
か
し
い
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

山
田
　
迫
生


